
日時 令和3年5月31日（月）午前11時00分から午前11時50分

場所 市議会委員会室

出席者

永見市長、竹内副市長、雨宮教育長、藤崎行政管理部長、松葉子ども家庭部長、大川健康福祉部長、

葛原地域包括ケア・健康づくり推進担当部長、黒澤生活環境部長（健康福祉部ワクチン接種対策室長）、

門倉都市整備部長、江村都市整備部参事、矢吹会計管理者、橋本教育次長、

内藤議会事務局長、佐伯オンブズマン事務局長、玉江選挙管理委員会事務局長、田代監査委員事務局長、

簔島政策経営課長（政策経営部長代理）

立川消防署：濵渦国立出張所長

付議事項

（１）緊急事態宣言延長に係る市の対応について

①東京都の感染状況について

・東京都モニタリング会議資料（資料№1）

②国立市の感染状況について

・国立市医師会長コメント（資料№3）

③市の公共施設等の取り扱いについて（資料№2）

（２）その他

（資料No.4：内部事務連絡のため削除）

①市民生活への影響について（資料No.5）

②新型コロナウイルスワクチン接種の準備状況について

③立川消防署からの情報提供

（３）本部長指示及び対応方針について

第16回国立市健康危機管理対策本部会議記録

主な内容

（進行：大川健康福祉部長）

１　本部長あいさつ（永見市長）

　ワクチン接種は順調にいっているようだが、残念ながら５月の新規感染者数は４月に比べて大きく増加している。また、市内の施設で多くの方が感染している。緊急

事態宣言が延長されるが、緊張感をもって対応が必要。十分な議論をしたうえで、スピーディーな意思決定をしていきたい。

２　議　題

（１） 緊急事態宣言延長に係る市の対応について

① 東京都の感染状況について（事務局：橋本健康づくり担当課長）

東京都モニタリング会議資料（5月27日開催分）

資料No.1のとおり。

②国立市の感染状況について（事務局：増田健康推進担当係長）

国立市医師会長　春日井先生のコメント

資料No.3のとおり。

③市の公共施設等の取り扱いについて（大川健康福祉部長）

資料No.2のとおり。

○体育館については、東京都の措置を受けて近隣市に確認したところ、国分寺市以外は再開を検討中であった。この状況を踏まえて、総合体育館は開館するが、収容

率５０％以内かつ２０時以降の利用自粛をお願いすることとしたい。芸術小ホールと郷土文化館については、引き続き開館とする。学校開放については、各市の状況

を踏まえ、利用再開とするが、２０時以降の利用自粛をお願いする。また、学校関係の修学旅行や移動教室については、延期とする。（橋本教育次長）

○集会所関係は変更なし。（黒澤生活環境部長）

●議論を踏まえ、緊急事態宣言中の公共施設の利用方針については以下のとおりとしたい。

総合体育館は開館とするが、収容率５０％以内かつ２０時以降の利用自粛をお願いする。学校開放は利用再開とするが、２０時以降の利用自粛をお願いする。その他

の施設については引き続き開館とする。（大川健康福祉部長）



以上

（３）本部長指示及び対応方針について

　緊急事態宣言は延長されるが、規制は緩くなる傾向にある。市民の方々の、感染予防に対する意識も緩くなってきているように感じる。今後、開館する総合体育館

等について、密にならないよう十分注意してもらいたい。また、マスクが原因かは不明だが、体育の授業中に児童が亡くなるという副次的な事故等も発生しているの

で、十分緊張感をもって対応していただきたい。また、ワクチン接種については、事故のないよう対応していただきたい。

（２）その他

資料No.4（内部事務連絡のため削除）

①市民生活への影響について（大川健康福祉部長）

資料No.5のとおり。

②新型コロナウイルスワクチン接種の準備状況について（黒澤ワクチン接種対策室長）

ワクチン接種は順調に進んでおり、１回目の接種が完了した高齢者は6,035名で約３１％となっている（５月３０日現在）。今日から２回目の接種が開始するが、今日

中には３３％を超えると思う。高齢者の接種について、７月中の完了は可能。

●市内の各施設への接種は早ければ早い方がよい。（永見市長）

●７月までに高齢者への接種が完了する自治体については、接種の順位等について首長の判断で弾力的に運用してよいという報道がされているが、現状、接種券がない

方への接種は難しい。例えば保育士や教職員への接種についても、接種券があれば可能である。（黒澤ワクチン接種対策室長）

●要介護の方に対する接種については、訪問診療の方で対応が始まっている。オンライン診療の後に、訪問診療の中で看護師が接種に行ける場合はよいが、別の訪問

看護が介入しているケースについて、接種の補助ができないかという話があった。需要等について、往診医の先生方に確認したい。（葛原地域包括ケア・健康づくり

推進担当部長）

③立川消防署からの情報提供（立川消防署濵渦国立出張所長）

　立川消防署の救急隊５隊によるオゾン消毒の実施件数（新型コロナウイルス感染症疑い搬送件数）については、４月、５月ともに横ばいの数字であり、２件／日程

度。立川消防署員に対するワクチン接種は、本日午後から、交替制の職員を対象に実施する。


